
よしかわだより
平成30年６月１日(30-03)

発行者：吉川まちづくり自治協議会
☎082-429-1879(吉川地域センター内)

yoshikawajitikyo@outlook.jp

吉川まちづくり自治協議会

第
1
回
話
し
合
い
を
5

月
11

日
午
後
7
時
か
ら

1
時
間
、
吉
川
地
域
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た

教
育
委
員
会
か
ら
は
学

校
教
育
部
長
他
5
名
が
、

吉
川
自
治
協
か
ら
は
会

長
他
10
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
28

年
度
住
民
説
明
会
内
容

を
ベ
ー
ス
に
現
状
認
識
と

し
て
①
Ｈ
32
年
4
月
統
合

計
画
は
存
在
。
地
元
の
合

吉
川
ま
ち
づ
く
り
自
治

協
議
会
の
平
成
30
年
度

通
常
総
会
は
、
5
月
20

日
13
時
か
ら
吉
川
地
域

セ
ン
タ
ー
に
会
員
な
ど
約

70
名
を
集
め
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
「
地
縁
に
よ

る
団
体(
地
縁
団
体)

」
認

定
後
（法
人
格
取
得
後
）

初
め
て
の
通
常
総
会
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
光
川
副
会
長

の
司
会
で
開
会
し
ま
し

た
。
事
前
に
提
出
さ
れ
た

委
任
状
・書
面
表
決
書

と
、
総
会
当
日
の
出
席

会
員
数
の
合
計
を
平
﨑

朱
美
さ
ん
が
「七
二
五
個

(

総
会
最
終
値)

」で
あ
る

意
な
く
進
め
な
い
。
②
複

式
が
恒
常
的
に
発
生
し
て

い
な
い
が
33
年
か
ら
発
生

こ
と
を
報
告
。
「出
席
者

は
総
会
員
の
81
％
」を
受

け
て
総
会
成
立
を
宣
言
。

続
い
て
議
長
選
出
を
行

い
、
水
城
茂
会
員
が
議

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
議

事
録
署
名
人
等
の
総
会

役
員
を
決
定
し
た
後
、

村
主
会
長
が
「29
年
度

は
、
小
学
校
統
合
計
画

対
応
な
ど
種
々
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
30

年
度
も
山
積
す
る
課
題

に
取
り
組
む
。
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
す
る
」と

す
る
想
定
③
引
続
き
子

ど
も
の
教
育
環
境
充
実
に

向
け
た
協
議
を
行
う
、
と

の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
自
治
協
と
し
て

の
考
え
方
を
提
示
し
ま
す
。

今
後
は
、
概
ね
二
月
に

1
回
程
度
の
間
隔
で
話
し

合
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

自
治
協
と
し
て
は
住
民

意
見
を
集
約
し
つ
つ
、
オ

ー
プ
ン
で
納
得
で
き
る
話

合
い
を
第

義
と
し
て
進

め
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

続
い
て
事
務
局
長
・会

計
責
任
者
・吉
川
地
域

セ
ン
タ
か
ら
各
議
案
を

提
案
。
監
事
か
ら
監
査

結
果
を
報
告
し
議
案
毎

に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
議
案
毎
に
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案

と
も
異
議
な
く
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
事
務
局
長
か

ら
「吉
川
自
主
防
災
会
の

結
成
」、
役
員
候
補
者
選

考
委
員
長
か
ら
「
役
員

補
欠
選
任
」
が
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
満
場

致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

水
城
議
長
の
ス
ム
ー
ズ

総
会
終
了
後
の
午
後

2
時
30
分
か
ら
、
平
成

な
議
事
進
行
に
よ
っ
て
、

午
後
2
時
20
分
、
全
て

の
議
事
を
終
え
散
開
し

ま
し
た
。

【質
問
意
見
（要
旨
）】

①
地
域
セ
ン
タ
ー
と
自
治

30
年
度
第
1
回
理
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
村
主
会
長
が
、

「
規
約
第
11
条
に
規
定

す
る
副
会
長
代
行
順
位
、

副
会
長
の
所
掌
及
び
理

事
の
担
当
会
務
」
を
指

名
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
総
会
で
決
定

し
た
事
項
の
具
体
化
に
つ

い
て
審
議
し
、
①
自
主
防

災
会
事
業
計
画
、
②
地

域
課
題
に
関
す
る
要
望

の
提
出
、
③
賛
助
会
員

に
関
す
る
規
定
の
制
定
、

に
着
手
す
る
こ
と
等
を

決
め
ま
し
た
。

協
議
会
の
連
携
に
つ
い
て
、

②
高
齢
者
支
援
施
策
の

具
体
化
に
つ
い
て
（※

意

見
交
換
会
含
め
質
疑
応
答

模
様
は
別
途
配
布
。
）

【理
事
会
役
員
】

会
長
：
村
主
武
彦
、
副
会

長
：
光
川
善
導
、
前
籐
英

文
、
田
村
明
（
新
任
）
、
事

務
局
長
：
角
谷
勉
、
会
計

責
任
者

：
平
崎
朱
美
、
地

域
セ
ン
タ
ー
：
堀
家
正
枝
、

ま
ち
づ
く
り
部
会

：
二
宮

久
・
栗
重

則
、
い
き
が
い

部
会

：
根
来
猛
穂
・波
光

千
代
子
、
農
林
業
部
会

：

波
光
幸

・香
川
昭
義
、
青

少
年
育
成
部
会
：
大
原
文

雄
・藤
島
恵
美
子

【監
事
】
中
尾
直
文
、
清
水

き
よ
み
、

総
会
出
席
が
で
き
な
い

方
な
ど
を
対
象
と
し
た

「総
会
前
意
見
交
換
会
」

を
、
5
月
12
・13
日
の
午

前
午
後
夕
刻
の
3
回
開

催
し
、
14
名
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。
理
事

会
か
ら
は
、
会
長
・副
会

長
・事
務
局
長
・ま
ち
づ

く
り
部
会
長
が
参
加
。

小
学
校
統
合
計
画
問
題

の
今
後
、
自
主
防
災
会

の
取
組
み
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

の
忌
憚
の
な
い
意
見
に
双

方
向
で
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
た
こ
と
等
、
今
後
も

意
見
交
換
の
場
を
設
け

る
こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
、
意
見
交
換
会
の

模
様
は
、
総
会
の
付
属

資
料
と
し
て
総
会
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

【総会後開催した第1回理事会】

【総会議案のポイントで意見交換】

議長を務めた
水城さん【統合計画問題で話し合う】
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「よしかわだより」に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。

5
月
27
日
午
前
中
、
今
年
度
最

初
の
不
燃
性
粗
大
ご
み
回
収
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
現
地
立

会
を
、
ま
ち
づ
く
り
部
会
、
上
・中

横
野
の
理
事
会
・地
区
役
員
が
担

当
し
、
持
込
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
翌
19
日
に
は
、
市
指
定
業
者

が
粗
大
ご
み
を
搬
出
し
ま
し
た
。

今
回
の
回
収
で
は
指
定
外
持
込

み
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
①

事
業
用
廃
棄
物
、
②
空
缶
空
瓶

は
通
常
ご
み
と
し
て
出
せ
る
サ
イ

ズ
と
粗
大
ご
み
サ
イ
ズ
（1
斗
缶

以
上
）
を
区
分
す
る
、
③
燃
え
る

ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
分
離
等

が
特
徴
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

5
月
26
日
、
自
治
協
・体
育
振

興
会
主
催
の
吉
川
区
民
運
動
会

は
晴
天
の
下
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
5
チ
ー
ム
対
抗
戦
か

ら
6
チ
ー
ム
に
変
更
。
そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ー
ム
が
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
リ

レ
ー
な
ど
11
の
ゲ
ー
ム
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
小
学
生
は
、
午
前
中

の
運
動
会
に
引
続
き
参
加
し
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
は
、
吉
川
小

唄
と
吉
川
音
頭
を
、
小
学
校
と
参

加
者
が
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

最
後
は
成
績
発
表
。
今
年
は
、

小
学
校
が
白
チ
ー
ム
、
区
民
の
部

が
上
横
野
中
横
野
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。
小
学
校
保
護
者
、
小

き
分
別
さ
れ
た
持
込
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
の
回
収
は
、
可
燃
物
が
7

月
1
日
、
第
2
回
収
集
は
、
12
月

16

日
が
不
燃
物
、
3
月
24

日
が

燃
え
る
ゴ
ミ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
職
員
、
地
域
の
方
が

一
体

と
な
っ
て
開
催
す
る
区
民
運
動
会
、

今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

方
、
同
日
の
午
前
中
、
ふ
れ
あ

い
の
里
上
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
「体

育
振
興
会
会
長
杯
」グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は

20

名

余

り

が
参
加
し
ま

し
た
。
光
森

順
子
さ
ん
が

優
勝
。
そ
れ

ぞ
れ
楽
し
い

ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

「ひ
と
む
す
び
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
（地

元
大
学
生
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）が
5

月
27
日
西
条
中
央
公
園
で
開
催

さ
れ
、
引
続
き
吉
川
ま
ち
づ
く
り

自
治
協
議
会
と
し
て
参
加
し
、
ふ

れ
あ
い
の
里
に
よ
る
野
菜
等
の
販

売
と
吉
川
小
学
校
保
護
者
の
協

力
を
得
て
吉
川
小
学
校
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
船
橋
さ
ん
と
元
谷
さ

ん
が
参
加
。
当
日
は
、
市
内
各
所

で
開
催
さ
れ
た
運
動
会
の
影
響

も
あ
り
、
い
つ
も
よ
り
は
少
な
い

来
場
者
と
な
り
ま
し
た
。

5
月
6
日
（
日
）、
吉
川
地
域
で
は

斉
に
、
主
要
な
道
路
に
捨
て
ら

れ
た
「空
缶
・空
瓶
の
回
収
作
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
道

路
周
辺
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
の
回

収
も
行
い
ま
し
た
。
空
缶
22
袋
・

空
瓶
8
袋
を
収
集
し
ま
し
た
。
弁

当
が
ら
・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
投
捨
て
、

粗
大
ご
み
の
放
置
な
ど
が
増
え
て

い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は

30
年
度
第
1
回
の
実
施
、
今
後

3
回
実
施
さ
れ
ま
す
。
（次
回
は

7
月
1
日
）
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地
元
大
学
生
が
主
宰
、
吉
川
ま

ち
づ
く
り
自
治
協
議
会
が
協
賛

す
る
「第
５
回
吉
川
ツ
ア
ー
」
は
、

上
横
野
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
炭
焼

き
小
屋
周
辺
で
、
３
日
午
前
10
時

か
ら
開
催
し
ま
す
。
12
組
の
親
子

が
参
加
予
定
で
す
。

【ひとむすびマーケット】

【持込作業の模様】

【持込まれた粗大ごみ】

↑電池等有害ゴミ
規格外の缶瓶→

↓自動車部品

【5
月
号
記
事
の
訂
正
】
吉
川
地
域

セ
ン
タ
ー
人
事
（
田
村
明
理
事
長

→

セ
ン
タ
ー
長

に
訂
正
し
ま
す
。
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